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１．社長から皆様へ

青花食研株式会社は、滋賀県草津市の市の花であるツユクサ科の植物、ア
オバナ（オオボウシバナ）（Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ ｃｏｍｍｕｎｉｓ ｖａｒ. ｈｏｒｔｅｎｓ

ｉｓ）を使用した製品の企画と販売に特化した専門企業として平成20年3
月に設立しました。青花に関する商品やサービスの提供を通じて「一人一
人の幸福に役立つ」企業を目指しています。

時代が変わっても健康に関するお客様の要望は絶えることはありません。
それどころか高齢化社会を迎えそのニーズは益々高まると認識しています。

当社としましては、これらお客様の要望に対し、品質や安全性を追求する
ことで、対応していきたいと考えています。

今回、知的資産経営報告書を開示することで、顧客の皆様方をはじめとす
る様々な関係者の方に“青花の可能性の高さ”を知っていただきたいと
思っています。

また、青花に関する専門企業として蓄積してきた当社のコアな強みである
“知的資産”をご理解いただきたいと感じています。
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代表取締役 薬学博士 竹内一男

当報告書をご一読頂き共感して頂いた方々と、より深い関係を築けること
を切に願っております。

か
ら

当
社
の

知
的
資
産

現
在
か
ら

未
来

会
社
概
要

問
い
合
わ

せ
先

青
花
の
動
向



２．経営陣のご紹介

代表取締役 薬学博士 竹内一男 取締役 西垣 広志

知的資産との
関わりは

Ｐ13を参照
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①昭和62年、大阪薬科大学で薬学博士を取得。
②ロート製薬、中村物産を経て、平成5年大学の
同級生、現在の㈱ヤマダ薬研の代表取締役 山田
雅英（薬剤師）の紹介で㈱ヤマダ薬研に入社。そ
の後漢方薬配合の「きわだち」化粧品の商品化。
同時に化粧品原料の植物エキスの規格を立案し工
場でプラントを立ち上げる。③研究分野では、平
成9年、近畿大学医学部と「田七人参の脂質特
性」で共同研究。平成10～平成18年、「重要生

①関西大工学部応用科学科を卒業。当時、大学
の講師をしていた黄堂慶雲(創業者)の指導の下
で研究したことから昭和5４年に㈱スピルリナ
研究所の設立と同時に入社。スピルリナの製
造・販売・研究のすべてに携わる。②平成7年
にDPA事業を立ち上げる。大学や油脂加工企
業の協力を得て特許の取得。素材開発から製造
販売までの全てを行う。現在、DPA含有オイ
ル(ハープシールオイル）を食品用として国内
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会社名会社名会社名会社名 株式会社ヤマダ薬研

資本金 1500万円

従業員 20名

事業内容
漢方薬・生薬の製造及び販売、
自社のアンテナショップ、ヤマ

ダ漢方薬局で小売販売。

本社

〒577-0807
東大阪市菱屋西4丁目1番19号

ＴＥＬ：06-6722-0586

ＵＲＬ http://www.yakken.jp/

親会社

会社名会社名会社名会社名 株式会社スピルリナ研究所

資本金 1000万円

従業員 20名

事業内容

健康食品原料(スピルリナ、DPA含
有オイル(ハープシールオイル・

サーモンオイル)、アオバナ、カボ
チャ種子オイル)の製造、販売。

本社
〒532-0011 大阪府大阪市

淀川区西中島1丁目13-6
ＴＥＬ：06-6304-5505

ＵＲＬ http://www.spirulina.co.jp

か
ら

当
社
の

知
的
資
産

現
在
か
ら

未
来

会
社
概
要

問
い
合
わ

せ
先

青
花
の
動
向

性」で共同研究。平成10～平成18年、「重要生
薬由来の澱粉の特性について」近畿大学薬学部と
共同研究（論文4件）。平成19年、化粧品会社
と皮膚外用剤、美白剤およびヒアルロニダーゼ活
性阻害剤で特許を取得。

ル(ハープシールオイル）を食品用として国内
で供給する唯一の企業になる。③多くの特許や
商標登録にかかわり、発明者としては4件ある。



３．経営哲学

経営理念

行動指針

草津市で栽培された青花を食品として利用し、健康都市草津の一端を担え

る新しい事業を創出します。

安心・安全をモットーに製品開発
を行います。栽培から食品素材が
できるまでの工程を管理し、高品
質の食品素材を提供します。さら
に、機能性をもった食品素材から
できるさまざまな製品も開発した
いと考えております。

お客様
に対する想い

地域
に対する想い

製品開発
にかける想い

青花を通じて、お客様の健康を願い。

より良い健康づくりをサポートします。
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行動指針
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青花青花青花青花をををを栽培栽培栽培栽培するときにはするときにはするときにはするときには、栽培農家の方々との共同事業として、無農薬さらに、有機
栽培を目指すことで、食の安全を確保し、さらに有効成分・栄養成分が豊富に含まれる青
花栽培を目指します。

栽培栽培栽培栽培されたされたされたされた青花青花青花青花をををを加工加工加工加工してしてしてして食品素材食品素材食品素材食品素材をつくるをつくるをつくるをつくる場合場合場合場合にはにはにはには、青花の生育状態に適し
た加工を行うことで、安全で機能性のある「乾燥葉」、「粉末」、「エキス末」の3通りの
食品素材を提供します。

青花は、食前に摂取することで、食後の血糖値を上げない機能があることから、メタボ

リックシンドロームや肥満の予防になります。この青花事業を通じて多くの人の健康維健康維健康維健康維
持持持持につながるにつながるにつながるにつながる食品開発食品開発食品開発食品開発を行います。



４．青花の可能性

青花とは

滋賀県草津市では、友禅染の下絵を描く染料の「青花紙」を作るために万葉の時代から栽培されてき

ました。最近この青花の葉や茎に食後食後食後食後のののの血糖値血糖値血糖値血糖値をををを上上上上げないげないげないげない成分成分成分成分(DNJ[1-deoxynojirimycin]・
DMDP[2, 5-dihydroxymethyl-3,4-dihydroxypyrrolidine])が発見されたことから、食品としての
利用が始まりました。
名称
ツユクサ科の植物で、オオボウシバナ(大帽子花)
学名：Commelina communis var.hortensis
滋賀県草津市では、青花と呼ばれ、市の花に認定されています。
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左のグラフが示す通り、血糖値の高
い人ほど、血糖値がよく下がり、血
糖値の低い人ほど血糖値が下がりな
いこと判明しました。

血糖値が下がりすぎ、低血糖になる
恐れがないことがわかりました。

柏木 厚典他（滋賀医大）
スクラーゼ特異性α-グルコシダーゼ阻害物質に関する基礎的検討
第49回日本糖尿病学会（2006）

い場合（コントロール■）とアオバナを食
する場合（■）とでは、食後の血糖値の推
移に大きな違いが見られます。

アオバナを食することで、食後30分、60
分に血糖値の上昇を抑える作用があること
がわかりました。
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健康な人は、空腹時100mg/dl以下なのですが、糖尿病予備軍の方は
120mg/dlと高くなり、糖尿病になると常に血糖値が高いままになっ
ている状態になることから、神経障害神経障害神経障害神経障害、網膜症網膜症網膜症網膜症、、、、腎障害腎障害腎障害腎障害、、、、動脈硬化動脈硬化動脈硬化動脈硬化と
いったさまざまな合併症を引き起こします。ですから、食前に青花を
摂取しますと、血糖値の急激な上昇を抑えられ、糖尿病の予防になり
ます。

砂糖の多く含む飲料や菓子、精製された白米やうどんなどの食品は、
消化しやすく血糖値が急に上昇することから、血糖値を高くします。
さらに、皮膚のコラーゲンに糖が付くことで、しみ・しわの原因にも
なります。

②しみ・しわの予防として

①糖尿病の予防として

③ダイエット対策として

４．青花の可能性
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糖質の吸収を抑制することから、内臓脂肪が付きにくくなり、ダイ
エット効果が期待できます。

多種類の抗酸化作用のあるフラボノイドが含まれており、アンチエ
イジング食品の開発にも役立ちます。

③ダイエット対策として

④アンチエイジング食品として

DNJは、インフルエンザウイルスの増殖を阻害することがわかって
います。

⑤抗ウイルス対策として

6
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５．事業内容

当社が提供するサービス

青花乾燥青花乾燥青花乾燥青花乾燥
葉緑色葉緑色葉緑色葉緑色

青花緑色青花緑色青花緑色青花緑色
粉末粉末粉末粉末

アオバナアオバナアオバナアオバナ
エキスエキスエキスエキス末末末末

青花生葉を乾燥した刻み葉。
ティーバッグやお茶を作るのに適しています。

青花生葉を乾燥粉砕にした粉末。
パン、麺などさまざまな食品に配合することが出来ます。

青花から抽出した有効性成分を多く含む水溶性粉末。
飲料や健康食品などに適しています。

当社が提供する食品素材

それぞれの食品素材を利用することで、多くの機能性のある食品開発が出来ます。青花食研では、
これら食品素材のほか、青花茶（ティーバッグ）と青花青汁(粉末食品)を商品として開発してい
ます

企画 試作 生産
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商品化の一例
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①あおばな茶（テト
ラタイプ）②あおば
な緑茶（500ｍｌ）
③あおばな酢④あお
ばな健やかにごりワ
イン⑤あおばなリ
キュール⑥焼酎あお
ばな⑦青花摘み⑧あ
おばなサンドクッ
キー⑨青花そば⑩
トーヘラス⑪Ｄｒ.α-
ブロック⑫青花青汁
⑬青花茶⑭あおばな
天日塩

当社は、商品企画から商品化まで皆様のご要望をお手伝いできます。詳しくは、当社の知的資
産「ビジネス展開力」（Ｐ１５）をご参照ください。

①

②

③ ④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪ ⑫

⑬

⑭
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５．事業内容 第1回農商工連携認定商品 青花粉末のご紹介

青花の有効成分を抽出・粉末化した「青花粉末」の食品開発、製造及び販売

●農業者：㈲クサツパイオニアファーム【滋賀県草津市】 水稲や野菜栽培を実践している
無農薬・有機栽培農法を活用して、青花を栽培し、有効成分含量の多い青花を生産する。
●食品製造業者：青花食研㈱【滋賀県草津市】 青花から有効成分を抽出・粉末化し、「青
花緑色粉末」や粉末原料を加工した「青花青汁」、「青花茶」を製造し、健康食品の企業を
ターゲットに販路を開拓する。
●中村農園、㈱水谷実商店【連携参加者】 茶葉乾燥施設及び乾燥技術の提供を行う。

特
徴

連
携

青花乾燥葉緑色

青花緑色粉末

●「青花乾燥葉緑色」は、無農薬で栽培
された青花の生葉を蒸気で加熱処理後、
葉緑素の緑色を残した状態で乾燥します。
この新たな原料を熱湯で煎じると味や風
味の良いお茶ができます。・新たなお茶
の開発、・健康志向のティーバッグの開
発・ペットボトル飲料の原料に最適！

●「青花葉緑粉末」は、 「青花乾燥葉緑
色」を粉砕・滅菌加工して得られた緑色
の粉末です。多くの加工食品に混ぜて使
用することが可能です。・新たな粉末食
品（青汁）の開発・健康志向のお菓子の
開発・粒状の健康食品の開発に最適！
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生
産
体
制

第
三
者
評
価

●草津あおばな会：生産
部会で、年間の生産量、
栽培方法、収穫時期、検
討会で、更なる向上を目
指している。

●新日本医薬：100％青
花茶及びエキス末を混ぜた
機能性を重視したお茶の処
方開発と製造。

●日本タブレット：
100％青花青汁及びエキ
ス末を混ぜ機能性を重視し
た青汁の処方開発と製造。

●【食育の日】草津市
小学校、7500人の学
校給食で「青花献立」
の開発、健康な身体作
りをサポート！
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優
位
性

●農業者：青花は、滋賀県草津市で唯一栽培されており、友禅染めの下描きの絵の具とし
て使用されてきたが、化学染料の登場で、需要は激減している。青花の新たな需要が開発
され、新たな販路が確保されることにより、栽培面積の拡大や地域の農業の活性化、雇用
創出が期待される。
●食品製造業者：新鮮な青花を原料とした高付加価値な商品を製造することにより、既存
の青花関連商品の販売先や大手健康食品のメーカーへの販路が開拓され、売上の向上が期
待される。

●農商工連携
の認定式
（ 京 都 新 聞
2009年10月
22日）

●中村農園
（ 京 都 新 聞
2008 年6 月
23日）

開発・粒状の健康食品の開発に最適！ か
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６．過去から現在 沿革

年月年月年月年月 主主主主なななな出来事出来事出来事出来事

２０００年６月
青花を新規事業として立ち上げるために㈱ヤマダ薬研と㈱スピルリナ研究所が
共同開発を行うことで合意

２００１年4月17日 青花の特許「血糖上昇抑制食品」を出願。２００４年7月16日特許原簿に登録

２００２年6月4日 アオバナ勉強会の開催

２００３年
滋賀県草津市に訪問。原料を草津で栽培される青花「オオボウシバナ」を中心
に展開する

２００３年12月12日 青花の特許「機能性食品」を出願。２００４年7月16日に特許原簿に登録

２００３年12月19日 草津あおばな会 設立

２００４年11月19日 血糖上昇抑制剤及び抗酸化剤で特許出願する

２００５年 草津青花で安全性データーの構築

２００５年 滋賀医大 柏木教授による人試験を実施。学会発表

２００６年 JA草津市が青花で特定保健用食品取得を目指す

２００６年10月25日 糖尿病予防食品で特許出願する

２００６年12月18日 イミノ糖類の定量方法で特許出願する

２００７年 JA草津市の役員交代による特定保健用食品の取得中断

経
営
哲
学

社
長
か
ら

皆
様
へ

事
業
内
容

過
去
か
ら

現
在

青
花
の

可
能
性

経
営
陣
の

ご
紹
介

知的資産経営報告書 2009 青花食研株式会社

２００８年1月25日 バイオビジネス・マッチングin長浜に出展

２００８年3月31日 滋賀県草津市に2社が、青花食研株式会社を設立

２００８年10月22日 第1回農商工連携事業に認定

２００８年10月29日 異業種京都まつり 出展

２００８年12月12日 立命館イノベーションフェア 出展

２００９年2月5日 第2回アグリフードEXPO 2009大阪 出展

２００９年2月6日 第3回インキュベーションウィーク関西にて講演

２００９年3月 地域と中小企業に届く産学官連携成功事例集14事例にて、紹介される

２００９年3月23日 第2回 食品関連商談会「Le tnqoo marche 天空マルシェ」 出展

２００９年5月27日 第52回 糖尿病学会 出展

２００９年8月 草津あおばな会 青花フェスタ

２００９年5月29日
中小企業総合展2009 in kansai に出展。ステージプログラム産学官連携にて
パネラーとして事業の紹介をする。 当展示会にてプレゼン大賞を受賞

２００９年10月21日 知財ビジネスマッチングフェア2009 出展

２０１０年1月20日
マピデメッセ・商談会（マイドーム大阪、2010.1.20-22）でお客様と連携し
て青花商品を紹介
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７．当社の知的資産

●第1回農商工連携認定企業である。

人的資産 組織資産 関係資産 商品

当社が培った知的資産は、以下の５つから構成されています。これら５つの知的資
産が相乗効果を生みながら、画期的な新商品である青花を世の中に生み出すことが
できました。次ページ以降では、これら知的資産の一つ一つにスポットを当ててご
紹介いたします。

Ｐ11参照Ｐ13参照 Ｐ17参照
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●第1回農商工連携認定企業である。
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Ｐ14参照 Ｐ15参照
知的資産知的資産知的資産知的資産のののの3333分類分類分類分類についてについてについてについて
人的資産とは、「モチベー
ション」や「行動特性」、
「経験」など人に帰属する資
産のことです。その人が退職
などで会社から離れると失わ
れる資産です。組織資産とは
「組織の柔軟性」や「データ
ベース」、「企業文化」など
を指します。人に依存するこ
となく、組織として有してい
る資産です。関係資産とは、
「関係会社」や「顧客」、
「ブランド」などステークホ
ルダーとの間に築き上げた資
産のことです。自社とステー
クホルダーとの関わりの中で、
蓄積されている資産です
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７．当社の知的資産 ①第3者からの評価

当社の商品（食品素材）は、JA草津市の「青花緑茶」、南洋軒の「青花摘み」、草津市の小学校の
「学校給食」など様々な用途で使用されています。これは、当社の取り組みに対する第3者の評価が
高いからです。以下に第3者評価の実績を示します。

当社の取り組みへの第3者の評価

出展企業３１７社の中からベスト5位に
選らばれ優秀賞を受賞

第1回農商工連携 滋賀
県で2社のうちの１社に
選出（京都新聞
2008/9/20）

2009/12/11 立命館大
学BKCインキュベータ5周
年記念で成功事例企業とし
て請演
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事
例
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2009/02/262009/02/262009/02/262009/02/26 中米中米中米中米・カリブ・カリブ・カリブ・カリブ諸国諸国諸国諸国のののの方方方方にににに青花食研青花食研青花食研青花食研のののの事業事業事業事業
をををを紹介紹介紹介紹介！！！！

財団法人太平洋人材交流センターによる、「中米・日本
貿易振興のためのキャバシティ・デベロップメント研
修」のひとつとして中米・カリブ諸国の研修生・行政官
の方々は、農商工連携ビジネスモデルを視察ということ
で、認定企業として青花食研の事業に興味を持たれまし
た。また、立命館大学BKCインキュベータの支援につ
いての紹介も行いました。

●2007/7/19NHK大津放送「アオバナ
摘み」●2008/10/25近江毎夕新聞 認
定第1号に 国の農商工連携事業計画で補
助金●2009/6/1日刊工業新聞 産学官
連携成功ポイント解説「青花」を活用し
た食品開発●2009/7/1日刊工業新聞
売上につながる製品開発

●2008/7/7京都新聞
「アオバナの葉 味
わって、地元農協やホ
テル直売（大津琵琶湖
ホテル）」
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安全性試験

アオバナを栽培している土壌の金属（銅、ヒ素、カドミウム、鉛、クロム 、ニッケル、亜鉛）の
分析を行った結果、安全であることがわかりました。

栽培された場所ごとに乾燥アオバナを「残留農薬213項目一斉分析」と「重金属分析」を行った結
果、すべての乾燥アオバナで農薬が検出されませんでした。

アオバナエキス末による試験の結果、2000ｍｇ/ｋｇの用量のアオバナエキス末を雌マウスに単
回投与した結果、異常は認められませんでした。

アオバナエキス末によるエームス試験、小核試験、染色体試験の結果、異常は認められませんでし
た。

①土壌試験（環境衛生薬品㈱にて実施）

②農薬試験（環境衛生薬品㈱にて実施）

③単回投与毒性試験（財団法人日本分析センターにて実施）

④変異原性試験（㈱日本生物科学センターにて実施）

７．当社の知的資産 コラム 青花の安全性について

青花の安全性の高さは、様々な企業や分析機関の試験結果から証明されています。以下にその試
験結果の概要を掲載いたします。
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アオバナエキス末による3カ月間のラットによる毒性検査の結果、異常は認められませんでした。

アオバナエキス末の長期過剰摂取による毒性は認められなかった。ショ糖添加時にアオバナエキス
末を配合した群は、トリグリセリドが低く、剖検による判定でも写真に示すように内臓における脂
肪が有意に少ないことが確認できました。

アオアオバナエキス配合飲料（100ｍｌ、青花イミノ糖、DNJとして1.09ｍｇ）による毒性は、
認められませんでした。

⑤反復投与毒性試験（㈱日本生物科学センターにて実施）

⑥長期投与試験（マウスによる10カ月の自由摂取）（大阪薬科大学にて実施）

⑦減弱性および安全性試験（36人による12週間連続摂取）（㈱総合医科学研究所にて実施）

ショ糖摂取 ショ糖摂取+アオバナ
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７．当社の知的資産 ②生薬に関する知識と見識者とのネットワーク

薬学博士である代表取締役竹内が有する「生薬に関する知識」と博士課程で培った「見識者（大
学関係者）とのネットワーク」は、当社の事業を牽引する、知的資産です。以下に、これら知的
資産の蓄積と関係の深い出来事をご紹介いたします。

強固な関係
を構築

強固な関係
を構築

草津市

大学関係者

大阪薬科大学の恩師

馬場きみ江教授と芝野真喜雄講師

草津市の

名誉市民である

草野源次郎教授

当社代表取締役
である薬学博士
の竹内一男
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②草野教授・馬場教授が役員となる関西生薬学会に協賛し、絶えず情報交換をしていまし
た。天然物由来の化合物で、研究者が手をつけていない未知の領域が、塩基性でかつ水溶
性の化合物でした。そこに目をつけた草野教授は、ツユクサ科植物だけでなく、多くの植
物から、新規の化合物を得られました。上記掲載の論文は青花のDNJ、DMDPによる食後
血糖値を上昇抑制することを証明する論文です。青花と出会えた瞬間でした。

①大阪薬科大学での博士課程の時、指導教官馬場教授と芝野真喜雄講師の研究室で、ジン
チョウゲのビフラボノイドの構造について研究していましたが、 10年間わからなかった
化学構造式を1年間でNMR、UV、IR、MS、CD、X線スペクトルの解析で解明し、4種の
新規ビフラボノイドの構造式を発見した。薬学博士取得後も継続的に馬場先生が主催する
香豆会に参加して、情報交換に余念なくシーズを追求。

③ツユクサ科植物には、ジンチョウゲ科植物およびトウダイクサ科植物に見られる毒性は、
過去に全く見出されず、また上記有効成分を豊富に含んでいることが判明。草野教授と相
談後、素材原料の規格基準の決定と特許出願を迅速に進め、1年後には、商品化を実現し
ました。

④上記の事実を草津市が受けて、絶滅の危機にあった青花の地域資産の普及拡大のために
草津あおばな会が発足。草津市の協力のもとビジネスに広がりが出てきました。
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７．当社の知的資産 ③ビジネス展開力

ビジネスを展開する力を有していることが当社の知的資産です。当社では、青花素材提供だけ
でなくお茶、青汁、乾麺、ドリンク、粉末スープ、健康食品など加工済みの青花商品を提供す
ることができます。素材の味や色の面を活かすことは勿論のこと、青花の持つ糖の吸収を抑制
する機能面を最大限に活かし、商品企画から商品化までを一貫してサポートしています。以下
にその「ビジネス展開力」の仕組みをご紹介いたします。

完成品で購入したい

飲料メーカー2社、麺加工メーカー1
社、粉末加工メーカー2社、ティバッ
グ加工メーカー1社、抽出加工メー
カー2社、錠剤の加工メーカー2社、

青花商品を作
るネットワー

ク企業
企画・試作・

生産

商品開発の期間を短縮したい。
オンリーワン商品を作りたい。

お客様の
様々な
要望

当社

OEM企業の場合

小売(販売会社)の場合

○○して
ほしい

お客様の「してほし
い」を形にします！

当社取締役
西垣○○

できる

マッチ
ング
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長
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様
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の

ご
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介
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完成品で購入したいカー2社、錠剤の加工メーカー2社、
粉末の加工メーカー３社、カプセルの
加工メーカー2社、包装充填メーカー
４社他

・PB商品の青汁が2品目を発売。商品提供の場合年間5万箱の販売、
原料供給の場合発売当初2万箱の受注を受けるという実績。
・JA草津市にて、あおばな緑茶(ペットボトル)とティバッグタイプ
のお茶を発売。草津市の道の駅、あおばな館、市内の菓子店、平和堂
にて好評発売中。
・草津の銘菓、南洋軒にて青花を使った菓子を開発。「青花摘み」、
「あおばなサンドクキー」を草津市内7箇所の店舗をはじめ、道の駅、
あおばな館にても好評発売中。

粉末造流加工焙煎加工機械

14

スティック包装ティーバッグ加工

新たな収益源を確保したい。

（食品）加工メーカーの場合

加工例

ビジネスマッチング事例
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７．当社の知的資産 ④青花ノウハウ

当社の知的資産で欠かすことができないのが「青花に関するノウハウ」です。このノウハウの蓄
積と活用により、安心・安全で、青花の持つ有効成分を安定して採取することが可能となりまし
た。以下に、当社のノウハウの有効性を示すデータと消費者の皆様等が得られる効果、さらには、
それを証明する知的財産権をご紹介いたします。

これら青花ノウハウがもたらす様々な効果

年度 生産者
2003年 10 ａ 280 ｋｇ 4
2004年 100 ａ 2,000 ｋｇ 8
2005年 200 ａ 6,600 ｋｇ 11
2006年 250 ａ 5,200 ｋｇ 10
2007年 90 ａ 2,600 ｋｇ 10
2008年 140 ａ 1,000 ｋｇ 9
2009年 70 ａ 1,000 ｋｇ 9
合計 860 ａ 18,680 ｋｇ 61

作付面積 乾燥収穫量

●栽培当初、有効成分のDNJは平均0.033％、2006年では硫安肥料を使用して平均0.053％に増
加。さらに2009年ミネラルバランスを考慮して0.097％と過去最高の値を示す。●茎を太くせず
に、小さな茎を多く付けて、花をできるだけ多く咲かせるような栽培方法を採用。（支柱を立てて、
上へ上へと大きくするのではなく、横へ横へと広げる方法）●粘土ではなく砂地の多い排水良好な
培土が根をよく成長させ、結果的に有効成分が高いことが判明。●刈取時期は、有効成分を多く含
むつぼみ、花が多くある時期に限定。2度刈り、3度刈りを徹底した。●有効成分が水溶性のため、
枯れた葉（茶色）などでは雨などにより、有効成分が流出するので、茶色になった葉は要注意であ
ることが判明。●地上から150ｃｍ以上の上の部分を採取する。土壌からの跳ね返りで土壌菌や大
腸菌が付着するので、刈取後、軽く水洗いし、吊るして乾燥するのが望ましいことを学んだ。

ノウハウの蓄積
に至るまで数々
の試行錯誤を繰
り返しました
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商標登録証特許証

栽培者の顔の見える商品であることから、良
質で安全であることが確認できる。安心して
購入できる商品である。

15

栽培農家：計画栽培、栽培方法が確立してい
ることから安定した収益を得ることが出来る。

有効成分の高い青花が安定して供給することが可能。特許・商
標を取得していることから、生産者、企業が価格競争をするの
ではなく、適正利益の取れる商品を開発することができる。

栽培農家に対してお客様に対して

当社製品を扱う企業に対して

青花に関する知的財産権
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特許第3581670号
血糖上昇抑制食品

特許第3575766号
機能性食品

特許第4344309号
血糖上昇抑制剤



７．当社の知的資産コラム 草津あおばな会について

草津草津草津草津ああああおばなおばなおばなおばな会会会会とはとはとはとは？？？？
草津市の産業振興と健康なまちづくりを推進するため、ＪＡ草津市を中心に市内外の
事業者や生産者などに呼びかけ、２００５年１１月に発足した任意団体です。現在の
会員数は８３名（企業、個人）となっています。
当会の存在は、ノウハウの蓄積やネットワークとの関係強化のため、欠かせないもの
となっています。

活動状況活動状況活動状況活動状況はははは？？？？
絶滅が危惧されていた草津市の花「あおばな」。この花に健康に有効な成分が発見さ
れたことを契機に、その有用性の普及とブランドの確立のため、様々なテーマで講演
や勉強会を行っています。以下にその一部をご紹介いたします。

日時日時日時日時 テーマテーマテーマテーマ 講師講師講師講師 講演風景講演風景講演風景講演風景

滋賀県草津市農林
水産課の井上薫氏。
青花の普及に尽力
いただいています。

経
営
哲
学

社
長
か
ら

皆
様
へ

事
業
内
容

過
去
か
ら

現
在

青
花
の

可
能
性

経
営
陣
の

ご
紹
介

知的資産経営報告書 2009 青花食研株式会社16

・草野源次郎先生には、青花の可能性と普及について、青花の効能の観点から説明をして頂きま
した。
・柏木厚典先生には、青花の単回投与による臨床実験について、糖尿病の予防の観点から説明を
して頂きました。
・八並一寿先生には、今、話題のインフルエンザウイルスに有用な青花（DNJ）について、青花
の新しい役割の観点から説明をして頂きました。

２００５．６．５ あおばなの効能
大阪薬科大学
元教授草野源次郎

２００６．１１．２６
糖尿病の予防を
めざして

滋賀医科大学
教授柏木厚典

２００９．１２．３

あおばなで防ごう
！肥満、糖尿病、
インフルエンザ

玉川大学農学部
准教授八並一寿
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７．当社の知的資産⑤生産者ネットワーク

青花の栽培 乾燥加工

有機栽培でお米、野菜、
マメなどを生産してお
り、そのノウハウを青
花栽培に利用している。

茶農家で茶葉を乾燥し
ている技術を利用して、
青花の乾燥に成功。

乾燥葉を栄養成分を損なう
ことなく粉砕・滅菌加工を
実施できるノウハウを持っ
ている企業と提携し、青花
緑色粉末を製造。

粉砕加工

(有)クサツパイオニアファーム

セイシン企業中村農園

当社の商品を支えるのが青花の栽培農家や乾燥・粉砕加工を行う連携企業です。これら連携先は、
それぞれの工程の専門性を高める上で欠かすことのできない、当社の知的資産です。以下に生産
工程ごとのこだわりと、当社としてネットワーク力を高めるために行っている取組み、そして連
携企業と取得した国の認定についてご紹介いたします。
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草津市の花で、その青花が人のため

奥村社長
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苗 刈り取り作業

青花
乾燥葉緑色

青花
緑色粉末

当社では、作り手のモチベーションアップや不良品の発生を未然に防ぐこ
とを目的とし、後工程の作業内容や生産工程の全体での位置づけを連携企
業先に情報提供しています。これらの取り組みにより、実現したのが下記
に示す「農商工連携の認定取得」です。当社の取り組みを応援してくれる
連携企業との強固な協力のもと成し得た結果と思っています。
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第1回農商工
連携認定書

こだわりの声
を掲載

当社代表取締役

全国６５件、滋賀
県2件の認定取得と
いう狭き門を突破
し、当社の事業計
画が国の認定を受
けました。

第1回農商工連携事業計画の認定取得

苗 刈り取り作業
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草津市の花で、その青花が人のため
になることは、農業者として、草津
のブランドとして、自分自身にもポ
リシィーをもって仕事ができ、また
市が提案された事に意見交換しなが
らチャレンジして行くことは、大変
意義があり、私の生きがいとなって
いる。



８．現在から未来～ビジョン、今後の方向性、保有すべき知的資産、課題と解決策～

定性的な目標：「草津＝青花＝健康」を全国に周知させる。
定量的な目標：年商6,400万円、経常利益1,500万円

今後のビジョンを達成するために
必要な知的資産

過去から現在に事業活動で蓄積した
知的資産

人的人的人的人的
資産資産資産資産

組織組織組織組織
資産資産資産資産

関係関係関係関係
資産資産資産資産

商商商商
品品品品

竹内、シー
ズ把握力、
薬学博士の
知識・人脈
の活用

青花の栽培
ノウハウの
蓄積と活用

生
産
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

乾
燥
葉
、
粉
末
、
青
汁
、
お
茶
、

西垣、提案
営業、ニー
ズ・アイデ
ア、素材を
熟知してい

第3者の評価

今後のビジョン（３年後の目指すべき姿）

3年後に保有すべき「知的資産」

今後の方向性（３年後の目指す姿）

食品製造企業、OEM企業、小売店の健康志向の商材開発を中心として、青花の素材ならびに商
品を企画提案し供給する。原料販売と商品の販売量を半分づつぐらいの割合で構成したい。

人的人的人的人的
資産資産資産資産

組織組織組織組織
資産資産資産資産

関係関係関係関係
資産資産資産資産

商品商品商品商品

営業力
の強化

有機栽培面
積の拡大。
刈取り作業
の機械化

立命館大
学を通じ
た新たな
商品開発
の実施
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ス
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技術の
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連携
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ビジョン
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

、
健
康
食
品

熟知してい
ることから
健康食品の
開発

①営業力の強化、②品質管理力の強化、③低GI商品のOEM供給、④有機土壌の拡大、
⑤自社ブランドの確立

課題：強化すべき知的資産

①①①①営業営業営業営業のののの出来出来出来出来るるるる人材人材人材人材のののの確保確保確保確保
⇒短期的（1年間）には、ｽﾋﾟﾙﾘﾅ研究所の販路活用と営業人材の活用を活用する。中期的（2年～3年
間）には、中途人材を採用する。
②②②②圃場圃場圃場圃場のののの拡大拡大拡大拡大とととと機械化機械化機械化機械化
⇒ヤマダ薬研の品質管理（医薬品製造のGMP工場）のノウハウと人材を活用する。
③③③③大学大学大学大学のネットワークをのネットワークをのネットワークをのネットワークを利用利用利用利用
⇒立命館大学や女子大学（栄養学科）との連携を強化し共同開発を行う。
④④④④市役所市役所市役所市役所・・・・JAJAJAJA草津市草津市草津市草津市とのとのとのとの連携連携連携連携
⇒草津アオバナ会の生産部会を通して、青花栽培のノウハウを青花の生産農家に提供する。
⑤⑤⑤⑤青花青花青花青花ブランドのブランドのブランドのブランドの認証認証認証認証マークとロゴマークのマークとロゴマークのマークとロゴマークのマークとロゴマークの作成作成作成作成
⇒青花商品に統一した草津あおばな会の認証マークをランク別に発行することで、消費者の方からの
信頼を得られるような商品作りができるようにする。さらに、青花食研株式会社が販売する商品には、
統一したロゴマークを使用することでブランドイメージの定着化を図る。

お
茶
、
健
康

連携

ブランドの
確立

生葉の新
たな流通
の開拓

＜2010年2月現在＞ ＜2012年8月＞

。

知
さ
せ
る
。

成
す
る
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８．現在から未来 ～財務計画～
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2009年度には、「青花そば」「青花ブロッカー」を発売。また、2009年に
は、農商工連携事業で商品化を目的とした「青花青汁」「青花茶」が通販会社

財務計画に関する説明財務計画に関する説明
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は、農商工連携事業で商品化を目的とした「青花青汁」「青花茶」が通販会社
で採用になり、OEM商品の発売が先行することになった。現在、2010年度の
目標達成に向けて、順調なスタートを切ることができている。

2010年度には、販売先数社を通じて、「青花青汁」「青花茶」をそれぞれ2品
目づつ商品化を行う予定。さらに、ホテル、レストラン向けに青花生葉の商品
化の準備を開始する見込みである。

2011年には、「青花生葉」を含めた営業を強化するために営業を補強し売上
を確保する予定。2009年度からはじめている産学事業の製品化も実現化でき
る見込みである。

2012年には、青花関連商品のOEM供給に強化を置きさらに営業担当を補強す
る予定。また、2008年度からはじめている栽培技術、加工技術の確立する時
期になり、製造原価が下がることから利益率が大幅に拡大する見込みである。

栽培した青花からは、素材としての原料と完成品としての商品として以下のも
のを予定している。
●原料：「青花生葉」「青花乾燥葉緑色」「青花緑色粉末」「アオバナエキス
末」「アオバナ刻み葉」の5種類。
●商品：「青花ブロッカー」「青花そば」「青花青汁」「青花茶」の４種類。



管理指標：例 メディアへの露出回収（2回）

「第3者からの評価」 知的資産（P11参照）

「生薬に関する知識と識者ネットワーク」知的資産（Ｐ13参照）

「ビジネス展開力」知的資産（Ｐ14参照）

「青花ノウハウ」知的資産（Ｐ15参照）

管理指標：例 大学での勉強会への出席回数（年間2回）

管理指標：展示会などへの出展（８件/年間）提供す
る食品素材5種類、自社商品4品

現状

現状

現状

現状

3年後の目標

管理指標：メディアへの露出回収（4回）管理指標：メディアへの露出回収（4回）

3年後の目標
管理指標：大学での勉強会への出席回数（4回/年間）

管理指標：展示会などへの出展（１０件/年間）販路別
（店頭販売、訪問販売、通信販売、ネット販売など）展
開を実施。提供する食品素材７種類、自社商品6品

3年後の目標

3年後の目標
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８．現在から未来 ～知的資産管理評価指標～

①既存の知的資産の管理指標

知的資産経営報告書 2009 青花食研株式会社

「生産者ネットワーク」知的資産（Ｐ17）

の5倍程度にまで増える)・有機栽培を開始
管理指標：・栽培条件(有効成分が開発当初
の5倍程度にまで増える)・有機栽培を開始

管理指標：栽培農家5件、加工関連企業7
社(青花緑色粉末の新たな製造方法を確立)

現状
管理指標：栽培条件(有効成分が開発当初の10倍)・有機
栽培をした青花の安定供給を開始。・有効成分を多く含
む「青花」の品種改良を着手。・加工技術の改良。

3年後の目標

3年後の目標

管理指標：栽培農家3件、加工関連企業4
社。

現状
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「自社ブランド力」知的資産（Ｐ18）

管理指標：なし

現状

「営業力」知的資産（Ｐ18）

管理指標：なし

現状

管理指標：自社ブランドの商品6品を発売。

3年後の目標

管理指標：自社商品では、取り扱い代理店を20件、
OEM展開を行う販売先を5件獲得。

3年後の目標

②②②②新新新新しいしいしいしい知的資産知的資産知的資産知的資産のののの管理指標管理指標管理指標管理指標
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９．会社概要

会社名会社名会社名会社名
青花食研 株式会社

資本金 200万円

従業員 5名

事業内容 青花の栽培、研究開発、販売

本社

〒525-0058
滋賀県草津市野路東1-1-1
立命館大学BKCインキュベータ305号室
電話番号：077-562-1474
メールアドレス：info@aobanashokken.co.jp

自社
ホームページ
URL http://www.aobanashokken.co.jp/
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青花が紹介された主なメディア

①2001年11月28日NHK大津放送にて、青花の効能が紹介
②2003年12月15日NKH「ぐるっと関西おひるまえ」で青花を使った料理が紹介
③2006年8月20日TV朝日「素敵な宇宙船地球号」で青花が紹介
④2007年5月23日京都新聞にアオバナの入浴剤が取り上げられる
⑤2007年6月26日京都新聞にアオバナの生パスタが取り上げられる
⑥2007年7月19日NHK大津放送に「アオバナ摘み」が取り上げられる
⑦2008年6月23日京都新聞に青花食研の事業内容が取り上げられる
⑧2008年7月7日京都新聞に青花料理で紹介される
⑨2008年9月20日京都新聞に第1回農商工連携 滋賀県で2社の内1社に選ばれる
⑩2008年10月25日近江毎夕新聞に第１号国の農商工連携が取り上げられる
⑪2008年12月2日KBSラジオに「あおばな緑茶」の原料説明で出演する
⑫2009年5月1４日KBS京都（ぽじポジたまご）に青花青汁が取り上げられる
⑬2009年6月1日日刊工業新聞に産学官連携成功事例として取り上げられる
⑭2009年7月1日日刊工業新聞に売上につながる製品開発が取り上げられる

次ページに代表的な紹介例を記載します。
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１０．青花に関する動向

経
営
哲
学

社
長
か
ら

皆
様
へ

事
業
内
容

過
去
か
ら

現
在

青
花
の

可
能
性

経
営
陣
の

ご
紹
介

各種メディアで青花を紹介

アオバナの入浴剤、お肌つるつるで大好評！
（京都新聞2007/5/23）

アオバナの生パスタ、ダイエットレシピ開発中
（京都新聞2007/6/26）

前ページ掲載
番号④

前ページ掲載
番号⑤

知的資産経営報告書 2009 青花食研株式会社22
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モノづくり推進シンポジウムでの当社の講演内容が掲載されました

（日刊工業新聞2009/7/1）前ページ掲載
番号⑭



Ｋｊ

１０．青花に関する動向

①2009年立命館大学とのネットワーク 大学ブランド「R」の食品開発がスタート。
②2009年12月3日草津あおばな会「あおばなで防ごう!、肥満、糖尿病、インフルエンザ」八並
一寿先生(玉川大学准教授)による講演
③2006年第48回糖尿病学科にて、｢スクラーゼ特異性α-グルコシダーゼ阻害物質に関する基礎
的検討｣柏木厚典先生(滋賀医科大学内分泌代謝内科教授)による発表。2009年第52回糖尿病学会
に出展。
④2006年青花の有効成分を発見した草野源次郎先生が草津市の名誉市民の称号を授与される。

学術報告
●糖質水解酵素阻害活性を示す植物成分の研究

第13回天然薬物の開発と応用シンポジウム （2001年11月29日、30日）
●Determination of 1-Deoxynojirimycin and 2,5-Dihydroxymethyl3,4-
dihydroxypyrrolidine Contents of Commelina communis var.hortensis and The 
Antihyperglycimic Activity

論文、セミナーでの発表を載せる。
目的は、報告書を読む方に

青花が注目されていることを示すことです。

R

① ②
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Antihyperglycimic Activity
芝野真喜雄 草野源次郎（大阪薬科大学）Natural Medicines 55(5), 251-254(2001)

●アオバナの血糖値上昇抑制機能と食品開発
草野源次郎（大阪薬科大学） 食品開発展2002記念セミナー（2002）

●Antioxidant constituents in the dayflower (Commelinacommunis L.) and their a-
glucosidase-inhibitory activity
Makio Shibano A Koji Kakutani A Masahiko Taniguchi A Masahide Yasuda A 

Kimiye Baba
J Nat Med (2008) 62:349.353 DOI 10.1007/s11418-008-0244-1
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１０．青花に関する動向
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マピデメッセ・商談会（マイドーム大阪、2010.1.20-22）

当社のお客様と連携して青花を商談会でアピールしました。

知的資産経営報告書 2009 青花食研株式会社24
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アピデ様のお客様に対し、青汁・青花茶の説明を行う
当社取締役の西垣（2010/1/22）

青花青汁・青花茶展示ブース (2010/1/22）

インフルエンザ対策・メタボ対策商品
として大反響！



１１．問い合わせ先

「知的資産」とは、従来のバランスシートに記載されている資産以外の無形の資産
であり、企業における競争力の源泉である人材、技術、技能、知的財産（特許・ブ
ランドなど）、組織力、経営理念、顧客とのネットワークなど、財務諸表には表れ
てこない、目に見えにくい経営資源の総称を意味します。

「知的資産経営報告書」とは、目に見えにくい経営資源、すなわち非財務情報を、
債権者、株主、顧客、従業員といったステークホルダー（利害関係者）に対し、
「知的資産」を活用した企業価値向上に向けた活動（価値創造戦略）として目に見
える形で分かりやすく伝え、企業の将来性に関する認識の共有化を図ることを目的

①①①① 知的資産経営報告書知的資産経営報告書知的資産経営報告書知的資産経営報告書とはとはとはとは

知的資産経営報告書に関する問い合わせ先

竹内 一男

青花食研株式会社

電話番号077-562-1474

メールアドレス： info@aobanashokken.co.jp 経
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哲
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える形で分かりやすく伝え、企業の将来性に関する認識の共有化を図ることを目的
に作成する書類です。経済産業省から平成17年10月に「知的資産経営の開示ガイ
ドライン」が公表されており、本報告書は原則としてこれに準拠して作成しており
ます。

本知的資産経営報告書に掲載しました将来の経営戦略及び事業計画並びに附帯する
事業見込みなどは、すべて現在入手可能な情報をもとに、当社の判断にて記載して
おります。そのため、将来に亘り当社を取り巻く経営環境（内部環境及び外部環
境）の変化によって、これらの記載内容などを変更すべき必要が生じることもあり、
その際には、本報告書の内容が将来実施又は実現する内容と異なる可能性もありま
す。よって、本報告書に掲載した内容や数値などを、当社が将来に亘って保証する
モノではないことを、ご了承願います。

②②②② 本書本書本書本書ごごごご利用上利用上利用上利用上のののの注意注意注意注意

本知的資産経営報告書の作成にあたっては、本書記載内容につき、その客観性を維
持・向上させる趣旨から、次に掲げる専門家のご支援・ご監修を賜りました。

滋賀県中小企業団体中央会 地域力連携拠点事業 登録専門家

中小企業診断士 青木 宏人

③③③③ 作成支援作成支援作成支援作成支援・・・・監修専門家監修専門家監修専門家監修専門家
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